
ヨーロッパ 日　　　本

労働時間規制

●フランス　週35時間。残業時間の
 上限は年間220時間
●ドイツ　残業時間は、年間60日を
 限度に1日10時間まで延長可能

時間外労働の限度基準は年間360時
間。
しかし、特別協定を結べば、時間外労
働は青天井でできる仕組みになってい
る。

有給休暇

●フランス　長期のバカンスを取る
 のが常識。年休は完全取得され、
 取得日数は30日。
●ドイツ　年休完全取得は常識。
 取得日数は31日。

年休は最大20日付与される。
しかし、要員不足で年休の完全取得が
できない。取得日数は8.3日（取得率は
46.6％）とい
う低水準。

パート・
派遣労働

派遣労働は一時的臨時的業務に
制限。
●フランス　賃金･諸手当は正社員の
 労働時間と平等比例、パートから
 正社員への転換も促進。

派遣労働は原則自由。
パート、派遣労働者の賃金は劣悪。
パートの8割が年収150万円未満。派
遣労働者も7割が250万円未満。

育児休暇

●フランス　子どもが3歳に達する
  まで。育児休暇後は以前と同じか
  同程度の職に復帰できる。
●ドイツ　子どもが3歳になるまで
 最長3年間。

最長で子が出生した日から、1歳に達
する日まで。
復職については、休業中、休業後の労
働条件を周知する努力義務が企業に
ある。

年金の最低加入
期間・所得代替率
（注）

●フランス　最低加入期間は3カ月。
 所得代替率は68.8％。
●ドイツ　同5年。71.8％

最低加入期間は25年。所得代替率は
モデル世帯で現在59.3％、2025年度に
50.2％。
共働き世帯は同46.4％、25年度39.3％
まで減少。

注）　年金所得代替率とは、現役世代の平均的な手取り賃金に対する年金の割合。
資料：JILPIT「データブック国際比較2008」、経済財政諮問会議資料、厚生労働省「２００５～２００６年海外情勢
報告」などから作成

●こんなに違う日本とヨーロッパの労働条件
い
ま
働
く
現
場
は
、
「
働
く
貧

困
層
」
の
増
大
や
長
時
間
・
超
過

密
労
働
、
賃
下
げ
や
雇
用
破
壊
な

ど
、
異
常
な
事
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
根
本
は
、
政
府
が
、
財

界
の
い
い
な
り
に
な
っ
て
、
人
間

ら
し
く
働
く
た
め
の
ル
ー
ル
を
壊

し
て
き
た
か
ら
で
す
。
い
ま
、
政

治
の
中
身
を
変
え
て
働
く
ル
ー
ル

の
確
立
が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ど
い
働
か
さ
れ
方
の
原
因
は

年
収
２
百
万
円
に
と
ど
か
な
い

“
働
く
貧
困
層
”
は
１
，
０
３
２

万
人
。
働
く
人
の
３
人
に
１
人
、

若
者
・
女
性
で
は
２
人
に
１
人
が

非
正
規
雇
用
で
す
。
派
遣
や
偽
装

請
負
が
急
速
に
広
が
っ
た
の
は
、

１
９
９
９
年
の
派
遣
法
大
改
悪
で
、

そ
れ
ま
で
派
遣
労
働
を
専
門
業
務

に
限
定
し
て
い
た
も
の
を
、
原
則

自
由
化
し
た
か
ら
で
す
。

◆
◇
◆
◇

異
常
な
長
時
間
・
過
密
労
働
が
、

働
く
人
た
ち
の
身
体
と
心
の
健
康

を
む
し
ば
み
、
命
さ
え
奪
う
よ
う

な
事
態
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
労
働
基
準
法
に
は
、
残
業

時
間
の
上
限
を
法
律
で
規
定
し
て

い
な
い
と
い
う
他
の
主
要
国
に
は

な
い
異
常
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
い
く
ら
働
か
せ
て
も
残

業
代
を
払
わ
な
い
「
サ
ー
ビ
ス
残

業
」
も
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
◇
◆
◇

一
生
懸
命
働
い
て
も
貧
困
か
ら

ぬ
け
だ
せ
な
い
原
因
の
一
つ
に
、

最
低
賃
金
の
低
さ
が
あ
り
ま
す
。

地
域
別
に
決
め
て
い
る
最
低
賃
金

の
全
国
平
均
は
、
時
給
六
百
八
十

七
円
で
す
。
最
低
賃
金
が
生
活
保

護
費
を
下
回
る
「
逆
転
現
象
」
が

あ
る
都
道
府
県
も
あ
り
ま
す
。

政
治
の
中
身
を
変
え
る
機
会

今
度
の
総
選
挙

を
「
自
民
か
、
民

主
か
」
の
「
政
権

選
択
」
の
選
挙
と

描
く
論
調
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
が
、

大
事
な
こ
と
は
、
こ
ん
な
ひ
ど
い

働
か
さ
れ
方
を
変
え
る
た
め
に
は
、

政
治
の
中
身
を
変
え
て
、
人
間
ら

し
く
働
け
る
ル
ー
ル
づ
く
り
の
一

歩
に
す
る
こ
と
で
す
。
選
挙
は
自

ら
が
政
治
に
参
加
し
政
治
を
変
え

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

自
ら
の
意
思
で
、
本
当
に
働
く

者
の
要
求
を
実
現
し
て
く
れ
る
政

党
や
候
補
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
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ヨーロッパ並みの働くルールをめざそう

「
赤
旗
」
号
外
を
紹
介

上
記
比
較
表
は
、
日
本
共
産
党
「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」
（
08
年
10
月
号
外
）
か

ら
転
載
し
ま
し
た
。

（
本
文
全
文
は
、
日
本
共
産
党
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
コ
ー

ナ
ー
か
ら
利
用
で
き
ま
す
）



時
代
遅
れ
の

事
故
防
止
運
動

通
勤
手
段
と
し
て
、
マ
イ
カ
ー

利
用
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
９
月
末
の
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
に
、
会
社
の
駐
車

場
入
口
や
、
付
近
の
交
差
点
に
て

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と
、
携
帯

電
話
の
使
用
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
。

違
反
者
に
は
、
該
当
職
場
全
員

の
乗
り
入
れ
停
止
の
連
帯
責
任
を

押
付
け
る
な
ど
、
理
不
尽
な
事
を

言
い
出
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
ん

で
、
事
故
防
止
が
出
来
る
の
か
、

長
時
間
過
密
労
働
に
よ
る
、
疲
労

運
転
の
方
が
心
配
だ
。
ガ
ソ
リ
ン

の
高
騰
に
、
通
勤
手
当
も
即
対
応

し
て
欲
し
い
。

（
日
立
工
機
）

定
年
退
職
者
研
修
会

日
立
事
業
所
で
は
、
定
年
退
職

者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
08
年
10

月
か
ら
09
年
9
月
ま
で
の
予
定
者

百
名
余
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
身
は
、
定
年
後
を
い
か
に
豊
か

に
生
き
る
か
が
中
心
の
、
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
団
体
へ
の
参
加
の
呼

び
か
け
が
大
半
で
し
た
。

私
た
ち
の
知
り
た
い
「
退
職
金

や
年
金
、
シ
ニ
ア
社
員
で
働
く
時

に
は
、
退
職
後
の
健
康
保
険
」
な

ど
は
2
時
間
ほ
ど
で
し
た
。
驚
い

た
の
は
、
組
合
報
告
の
項
目
の
中

に
「
政
策
と
制
度
改
善
活
動
」
と

あ
っ
た
。
何
か
と
思
っ
て
い
た
ら

「
○
○
候
補
」
の
後
援
会
の
加
入

の
案
内
で
し
た
。
今
後
の
働
き
方

な
ど
、
労
働
組
合
と
し
て
の
話
は

一
言
も
無
か
っ
た
の
に
は
ガ
ッ
カ

リ
で
し
た
。

（
日
立
事
業
所
）

創
立
60
周
年
を
機
会
に

日
立
協
和
で
は
、
今
年
が
会
社

創
立
「
60
周
年
」
で
、
11
月
初
め

に
記
念
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
創
立
を
祝
う
「
イ
ベ
ン
ト
」

だ
け
を
企
画
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
を
機
会
に
、
「
会
社
（
企

業
）
と
し
て
儲
け
第
一
主
義
に
な
っ

て
い
て
、
従
業
員
の
待
遇
を
お
ろ

そ
か
に
し
て
い
な
い
か
、
地
域
へ

の
協
力
は
、
地
域
住
民
に
迷
惑
を

か
け
て
い
な
い
か
」
な
ど
、
企
業

と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
き
ち
ん

と
、
果
た
し
て
、
会
社
が
よ
り
発

展
し
て
欲
し
い
。

（
日
立
協

和
）労

働
強
化
に
若
者
も
悲
鳴

八
月
、
九
月
は
異
常
な
生
産
計

画
で
し
た
。
今
年
の
夏
は
す
ご
く

暑
い
日
が
続
き
、
そ
の
上
に
毎
日

残
業
、
毎
週
土
曜
日
の
出
勤
の
現

場
で
あ
る
。
「
体
調
に
気
を
付
け

て
」
の
職
制
の
言
葉
も
空
々
し
く

聞
こ
え
た
。
毎
日
々
が
大
変
で
明

日
の
仕
事
の
為
、
寝
る
時
間
の
確

保
が
最
優
先
、
若
い
人
で
も
「
ク

タ
ク
タ
」
と
嘆
く
日
々
で
し
た
。

ど
う
し
て
、
会
社
は
こ
ん
な
に

無
理
の
仕
事
を
働
く
人
に
押
し
つ

け
る
の
か
。
こ
れ
で
は
、
怪
我
や

不
良
品
も
当
然
な
く
な
ら
な
い
。

（
日
立
工
機
佐
和
）

労
働
組
合
の
ル
ー
ル

企
業
で
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
の
遵
守
）
を
強
く
訴
え
て

い
ま
す
。
世
の
中
様
々
な
「
ル
ー

ル
」
が
あ
る
よ
う
に
、
労
働
組
合

に
も
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

労
働
組
合
は
何
よ
り
も
「
組
合

員
の
思
想
、
信
条
の
自
由
を
保
障

し
、
組
合
員
の
要
求
を
基
に
し
て

闘
う
組
織
」
で
す
。
と
こ
ろ
が
選

挙
に
な
る
と
、
そ
ん
な
も
の
は
ど

こ
へ
や
ら
、
組
織
の
代
表
だ
か
ら

「
○
○
候
補
」
ヘ
の
運
動
の
要
請

や
紹
介
カ
ー
ド
の
提
出
な
ど
「
紹

介
す
る
人
は
い
な
い
、
出
さ
な
い

と
変
な
目
で
見
ら
れ
る
の
か
」
選

挙
は
自
由
で
す
、
そ
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
欲
し
い
。

（
日
立
勝
田
）

日
立
懇
へ
「
日
立
協
和
の
労
働
者
」

さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
投
稿
で
す
。

出
勤
時
の
マ
ナ
ー
の

悪
さ
に
憤
り

毎
朝
の
出
勤
時
、
勝
田
駅
よ
り
海

側
門
（
旧
勝
田
工
場
海
側
の
門
）
ま

で
の
僅
か
な
距
離
。
門
の
前
に
は
押

し
釦
式
の
「
横
断
歩
道
」
が
あ
り
ま

す
。
横
断
歩
道
の
信
号
が
「
青
」
に

変
わ
る
と
同
時
に
、
横
断
歩
道
を
渡

ら
ず
に
車
道
を
渡
る
方
々
が
多
く
、

そ
の
ま
ま
、
門
内
へ
。
中
に
は
、
信

号
が
赤
で
車
が
渋
滞
で
止
ま
っ
て
い

る
時
で
も
横
断
し
て
い
る
。

同
時
刻
に
は
、
高
校
生
が
「
横
断

歩
道
」
を
利
用
し
て
通
学
し
て
い
る

の
に
。
時
々
、
門
の
前
で
各
工
場
の

方
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
時

は
道
路
の
横
断
は
し
な
い
。
ま
た
、

門
の
近
く
ま
で
タ
バ
コ
を
吸
い
な
が

ら
の
方
も
見
か
け
る
が
、
当
然
、
吸

殻
は
門
の
近
く
で
「
ポ
イ
捨
て
」
。

大
人
が
こ
れ
で
は

如
何
な
も
の
か
。

同
じ
門
か
ら
入
る

者
と
し
て
は
、
と

て
も
恥
か
し
い
。


